
























【要約】

東京都母子保健サービスセンターで保有する東京都母性医療ネットワークのデータベース

を用いて、1988 年～1992 年の約 5 万件のレコードから、出産年齢(20 歳以上)、分娩時週

数、妊娠中の血圧、新生児の生死、出生体重、アプガー・スコアーなどの項目に欠損のな

いレコードを抽出して、SAS における GLM プロシージャ(分散分析)を用いて、妊娠・分娩

ハイリスク因子(68 項目)と思わしくない分娩結果との関係をみてみた。思わしくない分

娩結果として、「28週未満の未熟児または極小未熟児出生」、「母体死亡のニアミス要因」、

「死産または新生児死亡」の3要素を設定して、妊娠・分娩ハイリスク因子との相関を分

散分析により検討した。

さらに、これらのハイリスク因子に年齢を加えて、思わしくない分娩結果に対する年齢の

相乗効果を検討した。最後に分娩結果 5 項目について、年齢(20 歳以上)との関係をみた

が、結論として、加齢そのものによって、思わしくない分娩結果を招くことはないと考え

られ、加齢により増加する合併症に対する対策が立てられていれば、高年産も問題はない

ものと考えられた。


